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はじめに 

 
目黒区では、基本構想に「人権と平和の尊重」を基本理念の一つとして掲げ、

すべての人が人間として平等に大事にされる社会の実現を目指しています。 

そのために、区は、部落差別（同和）問題や、女性、子ども、高齢者、障害

者、外国人、HIV 感染者等の人権問題の解決に向け、広く人権施策を推進すると

ともに、人権尊重についての区民相互の理解を深めるため、さまざまな機会や

手段を通じて啓発に取り組んでまいりました。 

 この間、平成 28 年には、差別解消を目的として、障害を理由とする差別の解

消の推進に関する法律（障害者差別解消法）、本邦外出身者に対する不当な差別

的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）、部落

差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）という三つの法律が相

次いで施行されるなど、人権を守るための法整備は進みつつあります。 

しかし、一方では、子どもの虐待、ドメスティック・バイオレンス、学校に

おけるいじめ問題など、依然として多くの人権侵害が起きており、法務省の人

権擁護機関が平成 29 年中に新規に取り扱った人権侵犯事件数は 19,533 件にの

ぼっています。 

 そうした中で、このたび、平成 18 年度、25 年度に続いて三回目となる「人権

に関する意識調査」を実施しました。この調査は、区民の皆様の人権に関する

意識や差別についての考え方を把握し、今後の人権施策を効果的に推進してい

くための基礎資料とすることを目的として実施したものです。 

今後、この調査結果を参考としながら、人権が尊重される社会の実現に向け

て、更なる取組を進めてまいりますが、区民の皆様や関係団体のかたがたにも、

人権問題の現状や課題について考えていただくための資料として御活用いただ

ければ幸いです。 

最後になりましたが、本調査の実施にあたり、ご協力をいただきました多く

の皆様に、心からお礼を申し上げます。 

 

平成 31 年３月 

 

目黒区長 青木 英二 
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